
４
月
７
日
、
町
内
の
小
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
真
新

し
い
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、
入
学
し
て
き
た
子
ど

も
た
ち
は
２
５
１
人
。
新
た
な
出
会
い
や
思
い
出
が
た
く
さ
ん
つ

く
れ
る
小
学
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。（
写
真
は
、
長
柄
小
学
校
）
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平
成
23
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
邑
楽
町
に
お
け
る
平
成
23

年
度
の
予
算
規
模
は
、
一
般
会
計
で

75
億
４
、６
０
０
万
円
、
前
年
度
比
８
・

１
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
財
政
状
況
は
、

全
国
の
同
規
模
の
自
治
体
の
中
で
も
、

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
健
全
性
を
保
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
の
少
子
高
齢
化
の
進
展

に
伴
い
、
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加

は
避
け
ら
れ
ず
、
よ
り
一
層
堅
実
な
財

政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

歳
入
は
、
依
然
経
済
情
勢
が
大
変

厳
し
い
状
況
か
ら
、
個
人
住
民

税
や
固
定
資
産
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ

る
一
方
、
法
人
町
民
税
は
例
年
程
度
に

回
復
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

35
億
２
、５
０
１
万
円
、
対
前
年
度
比

２
・
０
％
増
と
し
ま
し
た
。

　町
債
は
、
７
億
６
、９
３
０
万
円
で

前
年
度
比
26
・
７
％
増
。
そ
の
う
ち
実

質
的
な
地
方
交
付
税
で
あ
る
臨
時
財

政
対
策
債
が
５
億
６
、０
０
０
万
円

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
繰
入
金

は
、
公
共
施
設
等
整
備
基
金
な
ど
か
ら

４
億
２
、８
２
５
万
円
を
繰
り
入
れ
ま

し
た
。

歳
出
は
経
費
削
減
に
努
め
、
効
率

的
な
財
政
運
営
を
目
指
し
ま
し

た
。
主
要
施
策
と
し
て
、
生
活
、
福
祉

面
で
は
、
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
や
地

域
生
活
支
援
事
業
の
拡
充
な
ど
の
諸
事

業
に
取
り
組
み
、
産
業
振
興
面
で
は
、

地
産
地
消
や
商
工
団
体
育
成
支
援
事
業

の
継
続
、
中
小
企
業
融
資
制
度
な
ど
の

利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

　土
木
面
で
は
、
町
道
幹
線
３
号
線
、

同
25
号
線
お
よ
び
町
道
16
―
13
号
線
な

ど
の
整
備
を
推
進
。
ま
た
、
一
般
個
人

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に
対
す
る
補
助

制
度
を
創
設
し
、
安
全
で
安
心
し
て
住

み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
教
育
面
で
は
、
幼
稚

園
・
小
中
学
校
に
配
置
す
る
特
別
支
援

教
育
支
援
員
を
増
員
し
、
邑
楽
中
学
校

の
渡
り
廊
下
と
そ
の
周
辺
の
耐
震
補
強

工
事
を
実
施
し
ま
す
。
給
食
セ
ン
タ
ー

は
７
月
末
に
完
成
予
定
で
、
第
２
学
期

か
ら
配
食
を
開
始
し
ま
す
。

項目 予算額 対前年比較

固定資産税 19億 186 万円 － 3,879 万円

町民税 13億 2,099 万円 ＋ 1億 1,637 万円

町たばこ税 1億 3,200 万円 － 1,200 万円

都市計画税 1億 1,350 万円 ＋ 359 万円

軽自動車税 5,666 万円 ＋ 123 万円

計 35 億 2,501 万円 ＋ 7,040 万円

「町税」の内訳

「その他」の収入の内訳

項目 予算額 対前年比較

使用料・手数料 6,779 万円 ＋ 120 万円

繰越金 5,000 万円 ± 0万円

地方特例交付金 3,900 万円 － 830 万円

自動車取得税交付金 2,600 万円 － 1,800 万円

交通安全対策特別交付金 480 万円 － 20 万円

利子割交付金 460 万円 － 500 万円

株式等譲渡所得割交付金 200 万円 ＋ 90 万円

配当割交付金 180 万円 ＋ 50 万円

財産収入 134 万円 － 118 万円

計 1億 9,733 万円 － 3,008 万円

一般会計予算

前年度比 8.1％増

【
一
般
会
計
と
特
別
会
計
】

地
方
公
共
団
体
の
会
計
に
は
、
一
般
会
計

と
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
一
般
会
計
は
、

基
本
的
・
全
般
的
な
経
費
を
経
理
す
る
会

計
。
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う

た
め
に
、
歳
入
・
歳
出
を
一
般
会
計
と
区

分
し
て
経
理
す
る
会
計
で
す
。

【
歳
入
】

▼
町
税

　
町
民
税
（
個
人
・
法
人
）、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ
税
な

ど
、
町
が
集
め
る
こ
と
の
で
き
る
税
金

▼
国
県
支
出
金

　
町
が
行
う
仕
事
に
対

し
、
国
や
県
が
出
す
補
助
金
な
ど
。
使
い

道
は
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い
る

▼
地
方
交
付
税

　
地
方
自
治
体
の
財
政

力
に
応
じ
て
、
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
お
金
。

自
治
体
間
の
財
政
格
差
を
縮
め
、
全
国
ど

こ
で
も
必
要
最
低
限
の
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
の
が
目
的

▼
町
債

　
町
の
借
金
。
一
時
的
に
大
き

な
支
出
が
必
要
な
時
や
、
将
来
の
町
民
も

経
費
を
負
担
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
場
合

に
、
決
め
ら
れ
た
手
続
き
で
借
り
る
お
金

▼
地
方
消
費
税
交
付
金

　
消
費
税
の
う

ち
、
地
方
自
治
体
に
交
付
さ
れ
る
お
金

▼
繰
入
金

　
基
金
（
預
金
）
か
ら
繰
り
入

れ
る
お
金
。
預
金
を
下
ろ
す
よ
う
な
も
の

▼
地
方
譲
与
税

　
国
が
国
税
と
し
て
集

め
た
お
金
を
、
地
方
自
治
体
に
配
分
す
る

も
の

【
歳
出
】

▼
民
生
費

　
主
に
高
齢
者
、
障
害
者
、

子
ど
も
、
ひ
と
り
親
福
祉
な
ど
に
使
わ
れ

る
お
金

▼
衛
生
費

　
ご
み
処
理
や
母
子
保
健
、

検
診
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
総
務
費

　
選
挙
や
税
金
の
徴
収
、
広

報
誌
の
発
行
な
ど
、
行
政
運
営
に
使
わ
れ

る
お
金

▼
教
育
費

　
学
校
や
公
民
館
な
ど
、
教

育
施
設
の
整
備
や
運
営
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
公
債
費

　
町
債
（
借
金
）
の
返
済
に

充
て
ら
れ
る
お
金

▼
土
木
費

　
橋
や
道
路
、
公
園
や
排
水

路
な
ど
の
整
備
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
消
防
費

　
消
防
施
設
の
整
備
費
や
、

消
防
組
合
の
負
担
金

▼
商
工
費

　
町
内
の
商
工
業
者
な
ど
の

支
援
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
農
林
水
産
業
費

　
農
家
の
支
援
や
用

水
路
の
整
備
な
ど
、
農
業
振
興
に
使
わ
れ

る
お
金

▼
議
会
費

　
町
議
会
の
運
営
な
ど
に
使

わ
れ
る
お
金

▼
労
働
費

　
雇
用
対
策
な
ど
、
勤
労
者

の
支
援
に
使
わ
れ
る
お
金

【
性
質
別
内
訳
】
※
４
ペ
ー
ジ
参
照

▼
人
件
費

　
職
員
の
給
料
や
議
員
の
報

酬
な
ど
と
し
て
使
わ
れ
る
お
金

▼
補
助
費
等

　
各
種
の
補
助
金
や
負
担

金
と
し
て
使
わ
れ
る
お
金

▼
扶
助
費

　
福
祉
や
医
療
の
費
用
と
し

て
給
付
さ
れ
る
お
金

▼
物
件
費

　
備
品
の
購
入
や
事
業
の
委

託
費
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
繰
出
金

　
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計

に
繰
り
出
さ
れ
る
お
金

▼
公
債
費

　
町
債
（
借
金
）
の
返
済
に

充
て
ら
れ
る
お
金

▼
投
資
的
経
費

　
建
物
の
建
設
や
道
路
、

公
園
な
ど
を
整
備
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る

お
金

▼
貸
付
金

　
商
工
振
興
の
制
度
融
資
な

ど
に
活
用
さ
れ
る
お
金

項目 予算額 対前年比較

社会福祉費 10 億 9,241 万円 ＋ 5,746 万円

児童福祉費 10 億 2,242 万円 ＋ 4,922 万円

国民年金費 792 万円 － 242 万円

「民生費」の内訳

項目 予算額 対前年比較

保健衛生費 5億 6,586 万円 ＋ 3,841 万円

清掃費 5億 2,489 万円 － 2,244 万円

上水道費 5億 2,761 万円 ＋ 9万円

「衛生費」の内訳

項目 予算額 対前年比較

保健体育費 4億 7,002 万円 ＋ 3億 1,535 万円

社会教育費 1億 9,097 万円 ＋ 30 万円

教育総務費 1億 7,536 万円 ＋ ,594 万円

中学校費 1億 6,918 万円 ＋ 1億 1,387 万円

小学校費 1億 6,678 万円 ＋ 918 万円

幼稚園費 1億 9,603 万円 － 400 万円

「教育費」の内訳

項目 予算額 対前年比較

総務管理費 04 億 4,569 万円 － 5,739 万円

徴税費 2億 4,176 万円 ＋ 1,076 万円

戸籍住民基本台帳費 1億 0,151 万円 － 209 万円

選挙費 4,287 万円 ＋ 2,166 万円

統計調査費 1億 0,0132 万円 － 776 万円

監査委員費 7,945 万円 ± 0万円

「総務費」の内訳

項目 予算額 対前年比較

都市計画費 3億 7,942 万円 ＋ 876 万円

道路橋りょう費 2億 2,396 万円 ＋ 4,891 万円

住宅費 8,197 万円 ＋ 6,746 万円

土木管理費 3,742 万円 ＋ 8万円

河川費 3,103 万円 ＋ 7万円

「土木費」の内訳

一般会計 歳出

項目 予算額 対前年比較

国民健康保険 27 億 6,910 万円 － 1億 3,580 万円

老人保健 27 億 6,910 万円 － 29 万円

後期高齢者医療 1億 8,506 万円 － 2,462 万円

介護保険 15 億 3,588 万円 ＋ 1億 1,196 万円

下水道事業 3億 4,387 万円 ＋ 313 万円

学校給食事業 7億 2,414 万円 ＋ 4億 8,730 万円

水道事業 7億 5,331 万円 － 6,050 万円

　（収益的収入） 5億 1,950 万円 － 620 万円

　（資本的支出） 2億 3,381 万円 － 5,430 万円

計 63 億 1,136 万円 ＋ 3億 8,118 万円

特別会計

一般会計歳入

町の予算編成 2011予算
平
成
23
年
度

語

算
予

用

簡
単
解
説

ワン
ポイント

!

75 億 4,600 万円
福祉・教育に重点を置いた配分



■福祉医療費支給事業

中学校卒業までの児童、重度心身障害者、母子・父子家庭の

かたが、社会保険などで医療を受けた場合の自己負担分を支

給し、福祉の増進を図ります

1 億 9,712 万 8,000 円

■障害者福祉計画策定事業（新規）

ノーマライゼーションの考えに基づき、地域社会の中で健常

者と共に生活するための福祉サービスの充実や生きがいな

どを重視した「障害者福祉計画」を策定します

290 万 6,000 円

■臨時補助教員等配置事業（拡充）

幼稚園・小中学校に配置する特別支援教育支援員を増員し、

困難を抱えた児童生徒に寄り添った、きめ細かな教育の実現

に取り組みます

7,936 万 5,000 円

■邑楽中学校耐震補強事業（新規）

邑楽中学校の２階渡り廊下

の耐震補強工事および南校

舎の一部改修工事を実施し

ます。地震被害から生徒た

ちを守ります

3,276 万円

■邑楽中学校駐輪場等移設事業（新規）

邑楽中学校北側の町道幹線

25 号線の道路改良事業に

伴い、道幅が広がるため、

邑楽中学校駐輪場などの移

設工事を行います

7,328 万円

■中野幼稚園耐震補強事業（新規）

中野幼稚園園舎の耐震補強工事が必要かどうかの診断を行

います

221 万 6,000 円
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■東北地方太平洋沖地震対策事業（補正予算） 

地震により、家屋などの被害

に遭われた町民の皆様に見舞

金支給事業を行います。また、

東北地方から邑楽町に避難さ

れてきた人たちの食料費や、

備品購入費、避難所の維持管

理費用にあてられます

4,860 万円

被災された町民の皆様の復旧支援として、災害復旧支援事
業の費用が、平成 23年度一般会計補正予算として、当初予
算に追加されました。
■災害支援緊急資金融資利子補給金（補正予算）

家屋の被害を受けて、復旧のために支出した費用のうち、

利子部分を町が補助する事業

20 万円

■感染症対策事業（拡充）

３種ワクチン接種（子宮頸
けい

がん予防ワクチン・ヒブワクチン・

小児用肺炎球菌ワクチン）に関係する経費も引き続き確保

し、町民の生命と健康を守ります

 3,413 万 6,000 円 

■がん検診事業

女性の「子宮頸がん検診」、「乳がん検診」をはじめ、胃がん、

大腸がん、前立腺がんなどの検診を推進し、がんの早期発見

を図ります

 3,904 万 9,000 円

■緑のカーテン事業

窓際などで生育させると、室温

上昇を抑えて夏場の節電、暑さ

対策に有効な、つる性植物で作

る緑のカーテンを広め、温暖化

防止を推進します

 26 万 5,000 円

■パスポート発給事務事業（新規）

県から権限移譲を受けて、役場

でパスポートの発給業務を開始

します。実際のパスポート発給

の申請受け付け開始は、10 月

を予定しています

 67 万 2,000 円 

■道路新設改良事業（拡充）

町 道 幹 線 25 号 線 や、 町

道幹線３号線および町道

16-13 号線などの道路改良

事業を推進し、交通網整備

と交通弱者に配慮した道づ

くりに取り組みます

 1 億 5,800 万円 

■石打町営住宅建替事業（新規）

老朽化した石打町営住宅の建

て替えを目指し、基本実施設

計業務を委託します。また、

埴掘町営住宅などの耐震診断

も行います

6,714 万 2,000 円

■木造住宅耐震改修補助事業（新規）

旧建築基準法で造られた（昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工

した一戸建て住宅または併用住宅）木造住宅の精密診断や耐

震改修工事に対し、条件に合うものに補助金を交付します

 315 万円 

■消防関係事業

町民の皆さんが安心して生活できるよう、防災訓練の実施

や、消防団、婦人消防隊、館林地区消防組合との連携による

被害の防止に努めます

 ４億 431 万円

■農業振興地域整備促進事業（拡充）

農業振興地域整備計画の見直しなどを行い、農業にとって基

礎的な資源である優良農用地の確保・保全に努めます

 126 万 8,000 円

■国営総合農地防災事業（拡充）

ゲリラ豪雨や台風による農地のかん水被害を防ぐため、水管

理システムを導入し、安定した農業経営の確保に努めます

 7,810 万 9,000 円

■遊水池施設管理事業（新規）

国から町に移管された２つ

の遊水池（常光寺第２遊水

池・神の前神明掘遊水池）

の維持管理を適正に行って

いきます

 234 万 4,000 円

■企業誘致奨励金・企業立地奨励金

産業の活性化や雇用拡大を図るため、誘致企業や既存工場な

どの資本投下に対する補助を行います

 5,926 万 2,000 円

■消費生活センター事業

消費生活問題に対応し、多重債務や架空請求、物品購入での

トラブルなどに関する情報提供なども行います

 657 万 8,000 円

【学校給食事業】

■学校給食センター建設事業

現在、建設工事が進んでいる学校給食センターは、７月末完

成予定。第２学期から配食を開始します

4 億 5,694 万 1,000 円

歳出 一般会計の性質別内訳

教育費 教育関係で使われるお金

衛生費 各種検診・ごみ処理などに使うお金 消防費 消防組合の活動や災害対策に使われるお金

総務費 町の行政運営に使われるお金

土木費 道路や公園などの整備に使われるお金

商工費 町の商工振興や消費者支援などに使われるお金

農林水産業費 農家支援や農業振興などに使われるお金

特別会計 特定の事業を行うための一般会計とは別のお財布

町道幹線 25 号線

老朽化の進む石打町営住宅

建設が進む学校給食センター

狸塚にある常光寺第２遊水池

民生費 福祉などに使われるお金

東北地方太平洋沖地震対策事業
被災された町民の皆様の支援などに使われるお金

災害復旧支援事業
被災された町民の皆様の復旧支援などに使われるお金

平成 23 年度 当初予算

注目事業を一部紹介します
主な事業や新規・拡充事業など

次世代を担う子どもたちのために

そして、住みよいまちをめざして―。
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公共施設や皆さんの生活に直結するさまざまな制度、イベントなどを紹介するコーナーです。
まだ形になっていない現在進行形の計画なども、なるべくご紹介していきます。

　町
で
は
、各
種
検（
健
）診
を
行
い
ま
す
。

が
ん
検
診
は
、検
診
を
町
で
受
け
る
と
回
答

し
た
40
歳
以
上
の
人
に
通
知
を
し
ま
す
。

　ま
た
、転
入
者
や
40
歳
に
な
る
人（
平
成

24
年
３
月
31
日
現
在
）で
、が
ん
検
診
を
希

望
す
る
人
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
、ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　医
療
保
険
者（
加
入
の
健
康
保
険
）が
、実

施
す
る
血
圧
や
血
液
検
査
な
ど
の
特
定
健

診
も
同
日
に
実
施
。国
保
特
定
健
診
・
後
期

高
齢
者
健
診
は
健
診
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

▼
期
日
・
対
象
地
区
・
会
場

　左
下
の
表
の

と
お
り

▼
受
付
時
間

　午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
胃
が
ん
検
診
は
、午
前
８
時
30
分
～
11
時

ま
で
の
受
付
で
す
。

▼
検
診
（
健
診
）
内
容

①
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
結
核
・
肺
が
ん
）
検
診

40
歳
以
上
で
勤
務
先
な
ど
で
検
診
を
受
け

る
機
会
の
な
い
人（
無
料
）

②
胃
が
ん
検
診
40
歳
以
上
の
希
望
者（
１
、

０
０
０
円
）

③
大
腸
が
ん
検
診
40
歳
以
上
の
希
望
者

（
５
０
０
円
）

④
前
立
腺
が
ん
検
診
50
～
80
歳
の
偶
数
年
齢

の
男
性（
３
０
０
円
）

⑤
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
40
歳
で
過
去
に
Ｂ

型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
人（
無
料
）

⑥
国
保
特
定
健
診
40
～
74
歳
の
国
保
加
入

者（
無
料
）

※
国
保
以
外
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
ご
家
族
も
、受
診
券
と
保
険
証
が
あ
れ
ば

受
診
で
き
ま
す
。

⑦
後
期
高
齢
者
健
診
75
歳
以
上
の
人（
無

料
）

※
受
診
者
の
年
齢
基
準
は
、平
成
24
年
３
月

31
日
で
す
。

▼
問
合
先

国
保
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

役
場
保
険
年
金
課
Ｇ
47

－

５
０
２
０

が
ん
検
診

保
健
セ
ン
タ
ー
Ｇ
88

－

５
５
３
３

●

申
込
者
・
該
当
者
へ
検
（
健
）
診
通
知
を
送
付
し
ま
す

各
種
の
集
合
検
（
健
）
診
の
お
知
ら
せ

●
●
●
●
●

健康

　現
在
の
子
ど
も
手
当
を
９
月
末
ま
で

延
長
す
る
法
案
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
月
額

１
万
３
、０
０
０
円
が
４
月
か
ら
９
月
ま

で
、
引
き
続
き
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象

　生
ま
れ
た
日
の
翌
月
か
ら
15
歳

に
な
っ
て
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
（
中
学
校

卒
業
ま
で
）

▼
支
給
金
額
（
月
額
）
１
万
３
、０
０
０
円

▼
支
給
の
時
期

　
６
月
（
２
～
５
月
分
）・

10
月
（
６
～
９
月
分
）

※
10
月
以
降
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

制
度
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
た
に
申
請
手
続
き
が
必
要
な
人

①
出
生
な
ど
に
よ
り
、
新
た
に
養
育
す
る
子

ど
も
が
で
き
た
人

②
す
で
に
受
給
し
て
い
て
、
出
生
な
ど
に
よ

り
養
育
す
る
子
ど
も
が
増
え
た
人

③
す
で
に
受
給
し
て
い
て
、
他
の
市
町
村
か

ら
転
入
し
た
人

※
対
象
と
な
る
子
ど
も
の
数
に
変
更
が
な

い
人
は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼

問

合

先

　役
場
福
祉
課
Ｇ

47

－

５
０
２
３

子
ど
も
手
当
は
引
き
続
き
支
給

子
ど
も
手
当
は
９
月
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す

●

●
●
●
●
●

福祉

期日 対象地区 会場

5月17日 大谷端宿赤東、開拓 長柄公民館

19日 坪谷、馬場大林 長柄公民館

20日

十三軒、店高原（7～12、14、15、

17、19、20、22、23、25班）、本郷

江原

長柄公民館

23日
寺中、店高原（１～６、13、16、18、

21、24班）
保健センター

24日 西ノ根宮内中島、古家十軒 長柄公民館

25日

水立大黒（１～７、12、14、15、17、

18、25、26、28、29、31、37、41、

42、44、45班）

長柄公民館

30日

光善寺、水立大黒（8～11、13、

16、19～24、27、30、32～36、38

～40、43班）

保健センター

31日 秋妻、一本木 ヤングプラザ

6月 ３日 石打、住谷崎 ヤングプラザ

７日 大根村琵琶首、藤川、渋沼 ヤングプラザ

12日
胃がん検診も受けられます

※混雑が予想されます
保健センター

13日 谷中蛭沼、住谷崎 保健センター

14日 千原田向地、鶉上、鶉下、鶉新田 保健センター

16日 下中野、十三坊塚（1～16班） 保健センター

20日 十三坊塚（17～50班） 保健センター

22日 前原（１～26班） 保健センター

23日 前原（27～64班） 保健センター

28日 天王元宿 保健センター

7月 ７日 新中野（１～28班） 保健センター

11日 横町化楽、新中野（29～40班） 保健センター

13日 前谷東原、上下西宿、前瀬戸宿 保健センター

15日 明野 保健センター

●集合検診（がん検診や特定健診など）
（胸部レントゲン、胃がん・大腸がん・前立腺がん検診、肝
炎ウイルス検査、特定健診、後期高齢者健診）

　３
月
25
日
、邑
楽
南
中
学
校
生
徒
会
、３

月
30
日
に
は
、長
柄
小
学
校
児
童
会
の
本
部

役
員
の
皆
さ
ん
が
、義
援
金
を
町
に
手
渡
し

ま
し
た
。少
し
で
も
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ

と
で
、被
災
地
の
人
た
ち
の
助
け
に
な
れ
ば

と
、義
援
金
を
学
校
で
集
め
ま
し
た
。

　邑
楽
南
中
学
校
生
徒
会
会
長
の
宮
田
和

也
さ
ん
は
、「
微
力
で
す
が
、無
力
で
は
な
い

こ
と
を
実
践
し
た
か
っ
た
で

す
。こ
の
義
援
金
が
被
災
地

の
人
た
ち
に
、少
し
で
も
役

に
立
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま

す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▼
義
援
金
関
係
問
合
先

役
場
福
祉
課
Ｇ

47

－

５
０
２
２

支援

少
し
で
も
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
…

被
災
地
へ
義
援
金
を
寄
附

●

●
●
●
●
●

　福
祉
医
療
費
制
度
は
、
子
ど
も
や
重
度
の

心
身
障
害
者
、
母
子
・
父
子
家
庭
の
人
な

ど
が
、
社
会
保
険
な
ど
で
お
医
者
さ
ん
に
か

か
っ
た
と
き
の
お
金
を
、
公
費
で
負
担
す
る

も
の
で
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

　次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
子
ど
も
（
中
学
校
卒
業
ま
で
）

②
重
度
心
身
障
害
者
（
特
別
児
童
扶
養
手
当

１
級
、
障
害
年
金
１
級
、
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
）

③
現
在
、
18
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い

る
母
子
・
父
子
家
庭
、
ま
た
は
父
母
の
い
な

い
18
歳
未
満
の
人

▼
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

　印
鑑
、
健
康

保
険
証

対
象
②
の
人

　障
害
の
程
度
を
示
し
た
書

類
の
写
し
（
年
金
証
書
、身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
な
ど
）

対
象
③
の
人

　母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
書
類
（
戸
籍
謄
本
な
ど
）、

所
得
課
税
証
明
書

▼
支
給
の
対
象
に
な
る
診
療

　保
険
診
療

に
限
る

※
文
書
料
や
健
康
診
断
、
予
防
接
種
、
薬
の

容
器
代
な
ど
保
険
診
療
外
の
も
の
に
つ
い

て
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ほ
か
の
制

度
（
高
額
療
養
費
、付
加
給
付
、日
本
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
か
ら
医
療
費
が
支

給
さ
れ
た
部
分
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。 

▼
支
給
方
法

県
内
の
医
療
機
関

　福
祉
医
療
費
受
給
者

証
を
医
療
機
関
の
受
付
で
提
示
す
る 

県
外
の
医
療
機
関

　医
療
機
関
で
医
療
費

を
支
払
い
（
一
時
立
て
替
え
払
い
）、
福
祉

医
療
費
給
付
申
請
書
、
診
療
明
細
書
（
領
収

書
）
を
福
祉
課
へ
提
出
す
る
。
後
日
、
保
険

診
療
分
を
指
定
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合

　
就
職
・
退
職
や

保
険
組
合
の
変
更
な
ど
に
よ
り
保
険
証
が

変
わ
っ
た
人
は
、
保
険
証
、
福
祉
医
療
費
受

給
資
格
者
証
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
必
ず

福
祉
課
で
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
合
先

　役
場
福
祉
課
Ｇ
47

－

５
０
２
２

　3
月
22
日
、県
庁
昭
和
庁
舎
で
、平
成
22

年
度
、群
馬
県
１
社
１
技
術
選
定
証
交
付
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。１
社
１
技
術
と
は
、「
我

が
社
の
誇
り
う
る
技
術
、こ
れ
は
と
言
え
る

技
術
」を
申
請
し
、審
査
を
受
け
選
定
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　今
回
、町
内
の
６
事
業
所
が
選
定
を
受

け
、㈱
大
東
ス
ピ
ニ
ン
グ
が
、特
別
賞
の
群

馬
技
術
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

１
社
１
技
術
に
選
定
さ
れ
た
事
業
者

㈱
大
東
ス
ピ
ニ
ン
グ
、㈱
テ
ク
ニ
カ
、㈲
麻

生
精
機
製
作
所
、㈲
大
川
製
作
所
、㈲
鈴
木

ア
ル
ミ
合
金
、㈱
エ
ム
ズ
バ
ン
テ
ッ
ク

▼
問
合
先

　町
商
工
会
Ｇ
88

－

０
０
８
２

産業

我
が
社
の
誇
る
技
術
が
選
定
さ
れ
ま
し
た

群
馬
県
１
社
１
技
術
選
定

●

●
●
●
●
●

大澤知事より

表彰状を授与

される㈱大東

スピニング藤

村昭造社長

邑楽南中学校生徒会

長柄小学校児童会本部役員

福祉

対
象
者
の
医
療
費
を
公
費
で
負
担
し
ま
す

福
祉
医
療
費
制
度
の
お
知
ら
せ

●

●
●
●
●
●
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公共施設や皆さんの生活に直結するさまざまな制度、イベントなどを紹介するコーナーです。
まだ形になっていない現在進行形の計画なども、なるべくご紹介していきます。

　町
教
育
委
員
会
で
は
、教
育
相
談
室
を
設

置
し
て
、悩
み
を
持
つ
小
・
中
学
生
や
保
護

者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。教
育
相
談
で
は
、子
ど
も
の
し

つ
け
、い
じ
め
、不
登
校
な
ど
の
教
育
や
子

育
て
に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　「
ふ
れ
あ
い
教
室
」は
、学
校
に
行
け
な
く

て
悩
ん
で
い
る
小
・
中
学
生
と
悩
み
を
共
に

考
え
た
り
、教
科
の
学
習
を
し
た
り
し
て
学

校
へ
の
復
帰
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
や
保
護
者
の
皆
さ

ん
、一
人
で
悩
ま
ず
、お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

教
育
相
談
室

▼
開
設
日

　火
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

▼
時
間

　午
前
９
時
～
午
後
５
時

ふ
れ
あ
い
教
室

▼
開
設
日

　火
～
土
曜
日（
祝
日
除
く
）

▼
時
間

　午
前
９
時
～
午
後
２
時
45
分

▼
場
所

　邑
楽
町
公
民
館
２
階
教
育
相
談
室

▼
担
当
職
員

教
育
相
談
室
長
関
根
史
代

「
ふ
れ
あ
い
教
室
」指
導
員
荒
井
秀
之

▼
問
合
先

　教
育
相
談
室
Ｇ
・
Ｃ

88

－

９
７
７
９

相談

教
育
や
子
育
て
の
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い

教
育
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

●

●
●
●
●
●

　町
で
は
、緑
の
カ
ー
テ
ン
を
設
置
予
定
の

人
に
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
無
料
配
布
し
ま
す
。つ

る
性
植
物
で
あ
る
ゴ
ー
ヤ
は
、窓
際
な
ど
で

生
育
さ
せ
る
と
、室
温
上
昇
を
抑
え
て
夏

場
の
節
電
、暑
さ
対
策
に
有
効
で
す
。緑
の

カ
ー
テ
ン
づ
く
り
講
座
も
開
催
し
ま
す
。

苗
の
無
料
配
布
（
事
前
に
申
し
込
ん
だ
人
の

み
に
配
布
）

▼
配
布
期
日

　
５
月
29
日
㊐

▼
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
会
場

　
役
場
庁
舎
前

▼
定
員

　
１
０
０
世
帯（
申
込
先
着
順
）

※
苗
は
１
世
帯
５
本
ま
で
で
す
。

▼
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
直
接
申
し
込

む▼
申
込
期
間

　
５
月
16
日
㊊
～
25
日
㊌

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
で
す
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
づ
く
り
講
座

▼
期
日

　
５
月
29
日
㊐

▼
時
間

　
①
午
前
10
時
30
分
～
、②
午
後
１

時
30
分
～

▼
会
場

　
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

▼
申
込
・
問
合
先

　役
場
生
活
環
境
課
Ｇ
47

－

５
０
１
８

環境

緑
の
カ
ー
テ
ン
で
暑
さ
対
策
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
無
料
配
布
し
ま
す

●

●
●
●
●
●

　町
で
は
、旧
建
築
基
準
法
で
建
築
さ
れ
た

町
内
の
木
造
住
宅
を
対
象
に
、耐
震
診
断
者

を
派
遣
し
ま
す
。ま
た
、診
断
を
受
け
た
住

宅
の
所
有
者
な
ど
が
、精
密
診
断
・
耐
震
改

修
工
事
を
行
う
場
合
で
、条
件
に
合
う
と
き

は
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
建
物

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た

一
戸
建
て
木
造
住
宅
、ま
た
は
併
用
住
宅

（
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
2
分
の
1
以
上
）

②
平
家
建
て
、ま
た
は
２
階
建
て

③
在
来
軸
組
工
法
で
建
築
し
た
も
の

▼
申
込
条
件

　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
す
人

①
対
象
住
宅
の
所
有
者
で
居
住
者

②
町
税
に
未
納
の
な
い
人

▼
費
用

　無
料

※
耐
震
診
断
者
の
交
通
費
１
、０
０
０
円
を

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　11
月
30
日
㊌
ま
で

▼

問

合

先

　役
場
土
木
課
Ｇ

47

－

５
０
３
１

　町
で
は
、４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い

ま
し
た
。（

　）内
は
前
職
で
す
。

【
町
長
部
局
】

●
課
長
▽
税
務
課
長
（
税
務
課
課
長
補
佐
）
半
田
実

▽
都
市
計
画
課
長
（
福
祉
課
課
長
補
佐
）
小
島
靖
▽

水
道
課
長（
産
業
振
興
課
課
長
補
佐
）茂
木
一
夫

●
係
長
▽
企
画
課
係
長
（
企
画
課
）
岡
部
京
子
▽
住

民
課
係
長
（
税
務
課
）
新
井
一
美
▽
福
祉
課
係
長
（
福

祉
課
）
高
田
久
恵
▽
福
祉
課
係
長
（
福
祉
課
）
二
十
里

文
子
▽
水
道
課
係
長
（
住
民
課
）
関
谷
京
子
▽
税
務

課
係
長
（
生
活
環
境
課
係
長
）
立
澤
一
彦
▽
住
民
課

係
長
（
水
道
課
係
長
）
齊
藤
敏
江
▽
生
活
環
境
課
係

長
（
教
委
生
涯
学
習
課
係
長
）
岡
部
公
俊
▽
保
険
年

金
課
係
長
（
税
務
課
係
長
）
久
保
田
裕
▽
産
業
振
興

課
係
長
（
教
委
生
涯
学
習
課
係
長
）
山
﨑
健
一
郎
▽

税
務
課
係
長
（
住
民
課
係
長
）
飯
塚
富
重
▽
会
計
課

係
長（
住
民
課
係
長
）多
々
木
美
代
子

●
一
般
職
▽
総
務
課
付
（
教
委
生
涯
学
習
課
係
長
）

横
山
利
治
▽
総
務
課
（
企
画
課
）
金
澤
要
▽
企
画
課

（
税
務
課
）
秋
元
紀
孝
▽
税
務
課
（
教
委
学
校
教
育

課
）
鈴
木
隆
広
▽
保
険
年
金
課
（
税
務
課
）
小
島
拓
▽

福
祉
課
（
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
）
吉
沢
貴

▽
福
祉
課
（
保
険
年
金
課
）
関
口
順
子
▽
産
業
振
興

課
（
保
険
年
金
課
）
松
﨑
澄
子
▽
土
木
課
（
水
道
課
）

小
室
敬
祐
▽
水
道
課
（
土
木
課
）
舩
橋
一
浩
▽
群
馬

県
派
遣（
都
市
計
画
課
）関
谷
淳

【
新
採
用
】

▽
税
務
課
・
後
藤
香
菜
子
▽
税
務
課
・
大
澤
勇
太
▽

税
務
課
・
小
林
絵
里
▽
住
民
課
・
金
子
宏
美
▽
保
険

年
金
課
・
横
山
菜
保
子
▽
保
険
年
金
課
・
大
澤
静
香

▽
福
祉
課
・
松
原
由
佳
▽
福
祉
課
・
新
井
里
美
▽
土

木
課
・
吉
田
訓
史

【
教
育
委
員
会
】

●
課
長
補
佐
▽
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
（
生
涯
学
習

課
係
長
）森
戸
栄
一

●
係
長
▽
生
涯
学
習
課
係
長
（
税
務
課
長
）
立
沢
茂

▽
生
涯
学
習
課
係
長
（
生
涯
学
習
課
）
神
谷
美
智
子

▽
生
涯
学
習
課
係
長（
産
業
振
興
課
）松
沢
千
代
子

●
一
般
職
▽
生
涯
学
習
課
（
農
業
委
員
会
）
山
口
哲

也【
新
採
用
】

▽
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
（
邑
楽
中
学
校
教
諭
）
岡

部
義
彦
▽
学
校
教
育
課
・
小
林
弘
幸
▽
生
涯
学
習

課
・
栗
原
薫

【
農
業
委
員
会
】

▽
農
業
委
員
会
事
務
局（
企
画
課
）藤
田
和
良

【
退
職
】

▽
石
井
貞
男
（
都
市
計
画
課
長
）
▽
増
尾
隆
男
（
水
道

課
長
）
▽
千
賀
史
江
（
会
計
課
課
長
補
佐
）
▽
三
ツ

村
有
次
（
教
委
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
）
▽
中
山
順

子
（
保
険
年
金
課
係
長
）
▽
船
渡
川
年
子
（
保
険
年
金

課
係
長
）
▽
半
田
美
千
子
（
福
祉
課
係
長
）
▽
米
本
剛

（
教
委
学
校
教
育
課
係
長
）
▽
内
田
三
智
子
（
保
険
年

金
課
主
査
）
▽
諸
田
美
知
子
（
教
委
生
涯
学
習
課
主

査
）
▽
倉
持
幸
子
（
福
祉
課
保
育
士
）
▽
石
井
美
幸

（
教
委
学
校
教
育
課
教
諭
）
▽
岩
崎
孝
男
（
教
委
学
校

教
育
課
運
転
手
）
▽
松
島
文
雄
（
教
委
学
校
教
育
課

運
転
手
）▽
山
本
佯
子（
福
祉
課
公
仕
）

４
月
１
日
付
で
行
わ
れ
ま
し
た

役
場
職
員
の
人
事
異
動

●

●
●
●
●
●

人事

平成 23 年度新採用職員（写真左から横山菜

保子、大澤勇太、松原由佳、大澤静香、小

林絵里、金子宏美、新井里美、後藤香菜子、

栗原薫、小林弘幸、岡部義彦、吉田訓史）

　町
で
は
、
平
成
24
年
度
に
採
用
す
る
町
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種

　一
般
事
務
、
保
育
士
、
幼
稚

園
教
諭

▼
募
集
人
数

　各
職
種
と
も
若
干
名

▼
受
験
資
格

　

一
般
事
務
職

大
学
卒
業
程
度
以
上
の
学
力
を
有
し
、
昭
和

59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

保
育
士

　
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保

育
士
の
資
格
所
持
者
ま
た
は
取
得
見
込
者

幼
稚
園
教
諭

　昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
所
持
者
ま
た
は
取

得
見
込
者

▼
試
験
日
・
会
場

　

第
一
次
試
験

　７
月
24
日
㊐
・
町
役
場

第
二
次
試
験

　８
月
下
旬
に
予
定
・
町
役
場

▼
受
付
期
間

　６
月
６
日
㊊
～
17
日
㊎

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

▼
受
付
時
間

　午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

▼
申
込
・
問
合
先

　役
場
総
務
課
Ｇ
47

－

５
０
０
１

　町
で
は
、
第
３
子
以
上
が
生
ま
れ
た
ご
家

庭
に
出
産
祝
い
金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象
に

な
る
人
は
、
役
場
福
祉
課
に
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
対
象

　次
の
す
べ
て
の
条
件
に
当
て
は

ま
る
人

①
町
内
在
住
で
、
引
き
続
き
６
か
月
以
上
町

内
に
住
所
が
あ
る

②
新
た
に
第
３
子
以
上
を
出
産
し
た
家
庭

▼
支
給
額

　10
万
円

▼
申
請
方
法

　所
定
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
書
い
て
申
し
込
む

※
申
請
書
は
役
場
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

▼

問

合

先

　役
場
福
祉
課
Ｇ

47

－

５
０
２
３

第
３
子
以
上
が
生
ま
れ
た
ご
家
庭
に
支
給

第
３
子
出
産
祝
い
金
に
つ
い
て

●

●
●
●
●
●

福祉

　４
月
1
日
、新
た
な
行
政
相
談
員
に
松
島

和
子
さ
ん（
店
高
原
・
28
区
）が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。行
政
相
談
員
は
、総
務
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
て
、国
の
業
務
や
、町
が
国
か
ら
委

任
を
受
け
た
業
務
な
ど
に
関
す
る
苦
情
や

要
望
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　委
嘱
を
受
け
た
松
島
さ
ん
は
、「
相
談
に

来
ら
れ
た
住
民
の
皆
さ
ん
の
話
し
を
よ
く

聞
い
て
、少
し
で
も
お
役
に
立
つ
よ
う
、取

り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　行
政
相
談
の
日
程
は
、毎
月
、広
報
お
う

ら「
情
報
広
場
」で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先

　役
場
住
民
課
Ｇ
47

－
５
０
１
７

相談

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
行
政
相
談
員
に

新
た
な
行
政
相
談
員
に
松
島
さ
ん

●

●
●
●
●
●行政相談員の松島さん

募集

地
震
対
策
と
し
て
耐
震
診
断
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

無
料
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断

●

●
●
●
●
●

募集

明
日
の
ま
ち
づ
く
り
に
あ
な
た
の
力
を
…

平
成
24
年
度
採
用
の
役
場
職
員
募
集

●

●
●
●
●
●
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体
を
動
か
す
の
っ
て
楽
し
い
ね
！

３月31日、ヤングプラザ

で親子リトミック体験講座が行

われました。リトミックとは、子どもが

音楽を聞き分け、それぞれのリズムに合わ

せて体を動かし、想像力や表現力などを養う

教育のことです。参加した鈴木幸
さ ち こ

子さん、沙菜

ちゃん親子（鶉下・13区）は、「子どもにリト

ミックを経験させることができたので、

こういった子ども向けの講座を、ま

た開講してほしいですね」と

話していました。

３月31日、ヤングプラザ

PH TO PALETTE

皆さんの身近で起きた出来事や楽しい話題、イベントなどの情報を

「広報おうら」編集部まで、お気軽にお寄せください。 Ｇ 47-5007
町
の
歴
史

　
― 

最
終
回 

―

お
う
ら
を
緑
豊
か
な
町
に
…

う
ま
く
お
返
事
で
き
る
か
な
？

４月16日、役場庁舎北側駐車場で緑化苗木の無料配布を行いました。今

回は温
うんしゅう

州みかんの苗３００本を配布。これは緑化推進活動の一環として

毎年行っているもので、緑の募金からの補助を受けて用意されました。

今年は、東北地方太平洋沖地震の義援金の募金も同時に行われました。

４月６日、町内の保育園で入園式が行われました。晴天に恵まれたこの

日、お父さんやお母さんに手を引かれ、入園式に参加した子どもたちは

101人。これから新しい保育園生活がスタートします。北保育園では、入

園した子どもたちに、在園児たちが元気に歌を披露していました。

４月６日、町内の保育園で入園式が行われました。晴天に恵まれたこの

今
度
は
玄や

し

ゃ

ご孫
の
顔
を
見
た
い

4月16日、髙田はなさん（秋妻・17区）が100歳を迎えました。髙田さんは、

「昭和５年にお嫁にきて、農業をしながら６人の子どもを育て上げまし

た。今でも家の周りを草むしりしているんですよ。長生きのひけつは、何

と言っても家庭円満。今度は玄孫の顔を見たいです」と話していました。

４月16日、役場庁舎北側駐車場で緑化苗木の無料配布を行いました。今

4月16日、髙田はなさん（秋妻・17区）が100歳を迎えました。髙田さんは、

ね
ぇ
、お
か
あ
さ
ん
、音
楽
に
あ
わ
せ
て

〜
広
報
お
う
ら
連
載
の
軌
跡
〜

町
の
歴
史
探
訪

町
の
歴
史
人
物

古
代
の
邑
楽
町

町
の
年
代
記

細
谷
清
吉
（
歴
史
研
究
家
）

探訪調査を重ねて史実を追求し続けた
研究成果と郷土愛が生んだ著書―。

完

昭
和
四
十
七
年
か
ら
の

　
　
　
　
連
載
に
幕
を
閉
じ
る

中
世
の
邑
楽
町

新
田
義
貞
四
天
王

篠
塚
伊
賀
守
重
広

古
代
の
邑
楽
町
付

　
　
　
　

観
音
霊
場

町
の
歴
史
人
物

2011 ＊ MAY11
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PN.
母
願
う

　
　
　

PN.
ミ
ッ
ク
ス
ネ
コ
グ
レ
ー

　

　
　
　
早
川
隆
巳
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

　
　
　

PN.
桜
舞
い
散
る

　 

　
　
　
誌
上
匿
名
希
望

　

イ
ベ
ン
ト

　
　
　

栃
尾
利
晴
さ
ん

「
自
転
車
日
本
一
周
」体
験
報
告
会

　

　自
転
車
で
日
本
一
周
を
達
成
し
た
、
栃

尾
利
晴
さ
ん
（
前
原
・
４
区
）
の
体
験
報
告

会
を
行
い
ま
す
。

　昨
年
の
11
月
28
日
、
見
事
ゴ
ー
ル
を
果

た
し
た
栃
尾
さ
ん
、
自
転
車
で
２
１
４
日

間
、
総
走
行
距
離
１
万
１
、５
１
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
走
破
。
今
回
そ
の
旅
を
振
り

返
り
、
日
本
一
周
へ
か
け
た
思
い
、
旅
先

で
の
話
し
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。
皆
さ
ん

奮
っ
て
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

▼
期
日

　６
月
19
日


▼
時
間

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
会
場

　
町
立
図
書
館
（
視
聴
覚
ホ
ー

ル
）

▼
入
場
料

　
無
料

▼
内
容

　
自
転
車
日
本
一
周
の
軌
跡
を

た
ど
る

▼
問
合
先

　
ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ
ブ
（
根
本
）


０
９
０
ー
５
７
９
４
ー
２
２
２
９

メ
ン
バ
ー
募
集

　

パ
ド
ル
体
操
サ
ー
ク
ル「
ア
ッ
プ
ル
」

　パ
ド
ル
体
操
は
、
し
ゃ
も
じ
の
形
を
し

た
パ
ド
ル
棒
を
使
い
、
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て

行
う
健
康
体
操
で
す
。
運
動
不
足
や
肩
こ

り
、腰
痛
防
止
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　現
在
メ
ン
バ
ー
を
募
集
中
で
す
。
楽
し

み
な
が
ら
無
理
な
く
で
き
る
体
操
で
す

の
で
、
運
動
不
足
の
人
や
ス
ト
レ
ス
を
発

散
し
た
い
人
は
、お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

▼
活
動
日

　毎
週
火
曜
日

▼
時
間

　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

▼
場
所

　
長
柄
公
民
館

▼
会
費

　
月
２
、０
０
０
円

▼
内
容

　
パ
ド
ル
を
使
っ
て
、
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
、楽
し
く
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
す
る

▼
問
合
先

　
長
柄
公
民
館
Ｇ

89

－

0
1
2
3

岩佐美紅さん（新中野）

広 場み ん な の
PATIOとは「中庭」という意味。

町民の皆さんが集い、

自由に意見を語り合う広場です。

ひ

と

こ

と

PN.太鼓好きダイ

満
開
の
桜
が
き
れ
い
な

多
々
良
沼
公
園
を
散
策

≧(´▽｀)≦

う
ち
の
子
も
桜
が
咲
く
中

小
学
校
へ
入
学
し
ま
し
た

ヾ(^∇^*)

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く

散
歩
で
き
る
よ
う
に
…

ﾟ･(>_<;)･ﾟ

電
気
の
あ
り
が
た
み
を

改
め
て
知
り
節
電
へ
…

(≧д≦)

スマイル
み～つけた



取材先で見つけた笑顔を

掲載してみました。

ま

　
ち

　
か

　
ど

Q & A
町への意見を掲載しました

　東北地方太平洋沖地震で被災されたかたは、大

変なご苦労をされていると思います。現在も多く

の皆さんが避難生活をしているなか、町ではどの

くらいの義援金や支援物資を送ったのですか。

　このたびは義援金・支援物資についての、ご

質問ありがとうございます。また、東北地方太

平洋沖地震の義援金や支援物資について、ご理

解ご協力いただき、大変ありがとうございます。皆さんから

寄附していただいた義援金は、４月 19 日現在で 815 万 8,796

円にのぼり、支援物資については保存食・粉ミルク・紙おむつ・

生理用品・使い捨てカイロ・飲料水など大箱 202 箱、２トン

トラック２台分となりました。これらの義援金・支援物資は、

県や赤十字社を通して被災地に届けられます。

　現在、支援物資は被災地か

ら確保できる見通しがついた

ので、当分の間受け入れを停

止したいとの要請がありまし

た。これにより町では支援物

資の受け付けを一時停止して

おります。引き続き義援金に

ついては、受け付けをしてお

りますので、引き続きよろし

くお願いいたします。

▶問合先　役場福祉課　Ｇ 47-5022

Q

A

情 

報 

板

PN.池野こい

PN.ざくろ

邑
楽
町
は
い
い
町
で
す
ね

何
よ
り
人
が
温
か
い
で
す

o(*^▽^*)o

①イラスト・絵手紙　② 4 コマ漫画

③詩・ポエム　　　　④短歌・俳句

⑤告知コーナー

　（イベントの案内やサークル結成の呼びかけなど）

⑥「譲ってください・譲ります」

　もちろん、町に対するご質問やご意見も大歓迎です。

ご質問・ご意見は、はがき・電話・FAX・E メールなど、ど

んな方法でも結構です。掲載させていただいた人には、粗品

を進呈します。

※誌上匿名でもＯＫですが、記念品の郵送や内容の確認など

のため必要ですので、必ず実際の氏名・住所・電話番号・年

齢をお書き添えください。

●あて先

〒 370-0692（住所は不要）邑楽町役場企画課広報広聴係

Ｇ 47-5007　鯖Ｃ 89-0136

E-mail　koho@town.ora.gunma.jp

広 報 ク イ ズ

問題の答えをはがきに書いて送ってください。全問正解者

の中から、抽選で 10 人のかたに 500 円の図書カードをプ

レゼントします。

【今月の問題】

第 1問　４月 7 日、長柄小学校で行われたのは？

　　　　A. 卒業式　　　　　　　B. 入学式

　　　　C. 成人式　　　　　　　（ヒント表紙）

第２問　4月 16 日、無料配布された苗木は？

　　　　A. ポンカン　　　　　　B. 夏みかん

　　　　C. 温州みかん　　　　　（ヒント 11 ページ）

応募方法　はがきに、答え（例：第 1 問―Ａ）・住所・

　　　　行政区・名前・年齢を書いて送ってください。

あて先　〒370-0692邑楽町役場企画課「広報クイズ」係

締　切　5 月 16 日（当日の消印有効）

※当選者は広報おうら５月号で発表します。

【4 月号の当選者】（応募数 26 通、全問正解 25 通）

　　折田美幸（2 区） 穐間ひかる（4 区）

　　川島　愛（11 区） 豊島敬子（15 区）

　　井上サト（17 区） 矢島由弘（17 区）

　　木村多美子（20 区） 西野美代子（33 区）

　　滝口絵梨（34 区） 中村美夏（34 区）

「PATIO」では皆さんからの
投稿を大募集中です。投稿大募集 ▲役場から搬出される支援物資

（３月 25 日と４月 14 日に、 支援物

資を載せたトラックが役場を出発。

支援物資は、 202 箱になりました）

皆さんに祝福され見事ゴール
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わ
が

家
のアイドル

心陽は、末っ子なので、とても甘えん坊で家族のみんなから、とて

もかわいがられています。最近は、お姉ちゃんとドレスごっこを

するのが、マイブーム。ドレスを着てお姫様になった気分になっ

ています。大好きなアンパンマンのリュックサックは、心陽の必

需品。寝室には、必ず持っていきます。とにかく、名前のように心

が太陽のように、あたたかい子に育ってほしいと願っています。

■ 現在何をしていますか？

             　現在、館林市にあるフィット

ネスクラブのインストラクタ

ーをしています。とにかく体を

動かすことが大好きで、小学４

年生から始めたダンスは、ジャ

ンルをこえて、私のライフワ

ークになっています。数ある中

で、ポッピングダンスは、今私

が一番夢中になっているダン

スの１つ。現在、仕事のかたわ

ら、ダンスを習いに前橋のダン

ススクールにも通っています。

菜
の
花
や
桜
の
花
に
囲
ま
れ
て
写
す
貴
方
は
思
い
出
の
人 

持
田

　
静
江

大
震
災
心
ぬ
く
も
る
人
情
話
日
本
の
心
世
界
に
知
ら
し
む 

大
塚

　
博
司

立
ち
あ
が
る
地
震
津
波
に
放
射
能
日
本
国
中
一
致
団
結 

横
山

　
榮
一

憂
ひ
あ
る
心
癒
す
か
雪
ど
け
の
庭
に
輝
く
福
寿
草
見
る 

沼
田
と
し
子

久
び
さ
に
昭
和
の
歌
の
流
れ
ゐ
て
過
ぎ
し
歳
月
重
な
り
聞
き
ぬ 

潮

　
と
み

　

お
む
す
び
の
美
味
さ
を
知
ら
ぬ
人
無
き
や
ひ
と
り
の
昼
餉
に
お
む
す
び
作
る 

南

　
し
づ
子

災
害
に
ガ
ソ
リ
ン
不
足
つ
づ
く
中
自
転
車
通
勤
の
吾
娘
を
見
送
る 

相
沢

　
ヒ
サ

四
〇
〇
年
の
歴
史
を
祕
め
て
咲
く
桜
世
相
に
萎
え
ゐ
る
心
を
癒
す 

大
塚
し
ま
子

重
力
に
勝
ち
て
ジ
ャ
ガ
の
芽
揃
ひ
け
り 

根
本

　
康
男

給
油
所
に
長
き
行
列
さ
く
ら
草 

赤
坂

　
花
子

初
彼
岸
一
人
ひ
と
り
の
祈
り
か
な 

真
下

　
君
子

花
曇
り
地
蔵
に
ク
ル
ス
隠
し
彫
り 

中
村

　
悦
子

白
椿
手
折
り
て
一
枝
亡
母
偲
ぶ 

小
貫

　
榮
子

大
地
震
戰
時
を
偲
ぶ
春
の
雨 

髙
橋

　
藤
子

子
の
ね
だ
る
駄
菓
子
を
買
い
に
春
の
昼 

西
村

　
正
一

浅
蜊
売
り
待
ち
て
整
の
う
陸
奥
の
朝 

吉
田

　
和
子

の
び
る
摘
む
嫗
に
背
よ
り
話
し
か
け 

中
村

　
静
江

朧
夜
や
ギ
ョ
ロ
リ
と
覗
く
写
楽
の
眼 

中
島

　
弥
市

片
栗
の
花
の
絨
緞
山
麓 

鷲
尾

　
淑
子

初
鶯
達
成
感
応
援
二
重
唱 

神
谷

　
文
江

園
児
等
は
が
ん
ば
れ
日
本
卒
園
す 

神
谷
公
太
郎

孫
二
才
指
さ
し
歌
う
こ
い
の
ぼ
り 

小
林
な
み
子

小
お だ い ら

平香
か な り

菜里さん ・心
こ は る

陽ちゃん
（明野・34区）

文

　
芸

　かたくりの会は、ヤングプラザで行われた陶芸入門講座に

参加したメンバーを中心に、平成 19 年３月に結成しました。

メンバーは、40 ～ 60 歳代の女性 8 人。毎月第１・３土曜日

の午前 9 時 30 分～正午までヤングプラザで活動しています。

サークルでは、自分の時間に合わせて自分のペースで作陶で

きるので、陶芸を趣味にしようと思っている人には最適。で

きあがった自分だけのオリジナル作品は、ヤングフェスティ

バルで展示もしています。現在、メンバーを募集中。興味の

ある人や始めてみたい人は、ぜひ見学に来てみてください。

初心者の人でも大歓迎です。私たちと一緒に陶芸を趣味にし

てみませんか。お問い合わせは、ヤングプラザ Ｇ 89-1501 へ。

● 陶芸サークル「かたくりの会」 ●

お う ら の 仲 間 た ち No.273

かけがえのない子どもたちに
折り鶴を届け続けていきたい

三田美津江さん

（本郷江原・29 区）

交通安全の願いを込めた折り鶴を、初々しい新入生の子どもたちに

みたみつえ● 1947 年生まれ。邑楽町女性ドライバ

ークラブ会長。現在の会員数は 24 人。昭和 53 年

11 月のクラブ創設のときから参加。平成 6 年 4 月に

は、二代目に会長に就任する。長年、交通安全のボ

ランティアに携わり、大泉地域交通安全活動推進委

員なども努めている。趣味は、フラダンス、水泳など。

み ん な の 広 場

W
ELCOME
H U M A N  N O W

DREAM夢

がんばってます
No.255

DREAM夢・若・者・紹・介・

石川智絵美さん　21 歳

（前原・４区）

■ 将来の夢は何ですか？

　現在、友達とペアを組んで、ダンスユニット「GIMMICK（ギミッ

ク）」として活動中です。足利のクラブハウスなどに、出演するこ

ともあります。2009おうら祭りのダンスコンテストでは、自分で

もびっくり、なんと優勝してしまいました。今は、さらなるレベ

ルアップを目指して修行中。ダンスを通して、みんなを笑顔にし

たい。そして、いつもダンスを愛し続ける自分でありたいです。
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町立図書館

情報板
LIBRARY INFORMATION

あ な た の 心 と 体 を リ フ レ ッ シ ュ 　 生 涯 学 習 の ペ ー ジ

◆期日　6月 9日、23 日　

◆時間・コース　下のとおり

6 月のはくちょう号

時　間 場　所

10：30
　～ 10：50

特別養護老人ホーム
やまつつじ

11：05
　～ 11：30

ラポール・レイゾン
（寺内医院）

11：40
　～ 12：00

グループホーム
ヴィラ

13：40
　～ 14：10

町福祉センター

14：20
　～ 14：50

グループホーム
つむぎの里

15：00
　～ 15：30

長柄公民館

オリーブ「読み聞かせ」

▼期日　６月２日、９日

　　　　16 日、23 日

▼時間　午前 11 時～

学校教育課Ｇ 47 － 5040（直通）

school-ed@swan.town.ora.gunma.jp

生涯学習課Ｇ 47 － 5043（直通）

further-ed@swan.town.ora.gunma.jp

邑楽町公民館 Ｇ 88 － 1290

長柄公民館　 Ｇ 89 － 0123

町民体育館　 Ｇ 88 － 5355

町立図書館　 Ｇ 88 － 5900

ヤングプラザ Ｇ 89 － 1501

邑楽町教育委員会

図書予約件数ランキング

①謎解きはディナーのあとで

　　　　　　　　　東川篤哉 / 著

②ほら吹き茂平

　　　　　　　　宇江佐真理 / 著

② " 文学少女 " と穢
け が れ な

名の天使（ア

ンジュ）　　　　　 野村美月 / 著

　※平成 23 年３月現在

●
●
人
権
作
文
優
秀
作
品
●
●

　こ
の
人
権
作
文
を
書
く
た
め
に

私
が
最
初
に
し
た
こ
と
は
、
「
人

権
」
と
い
う
言
葉
を
国
語
辞
典
で

調
べ
る
こ
と
だ
っ
た
。
人
権
と
は
、

「
生
ま
れ
な
が
ら
に
人
間
が
も
っ

て
い
る
、
生
命
・
自
由
・
名
誉
な

ど
に
関
す
る
権
利
」
と
書
か
れ
て

い
た
。

　私
た
ち
が
私
た
ち
の
た
め
に
守

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

権
と
言
わ
れ
て
も
、
よ
く
わ
か
ら

な
い
。
や
っ
と
の
思
い
で
思
い
つ

い
た
も
の
、
そ
れ
が
「
人
類
が
平

等
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
か
ら
だ

っ
た
。

　金
持
ち
の
人
と
貧
乏
な
人
で
比

べ
た
と
き
、
平
等
で
あ
る
と
い
え

る
の
だ
ろ
う
か
。
他
に
も
、
普
段

何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
に

も
、
昔
の
名
残
と
い
う
の
か
、
保

護
者
を
表
す
と
き
に
は
「
父
兄
」
、

男
と
女
を
表
す
と
き
に
は
「
男
女
」

と
い
う
言
葉
を
使
う
。
こ
の
言
葉

の
ど
ち
ら
も
男
と
女
で
は
、
男
の

ほ
う
が
偉
い
と
い
う
事
が
表
れ
て

い
る
。
例
と
し
て
出
し
た
二
つ
の

事
に
つ
い
て
、
私
は
こ
の
社
会
が

平
等
で
は
な
い
と
い
う
事
の
表
れ

だ
と
思
う
。

　最
初
は
、
金
持
ち
と
貧
乏
の
差

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
問
題
だ
と

思
っ
て
い
た
。
働
か
な
い
か
ら

貧
乏
、
努
力
し
て
一
生
懸
命
働
い

た
か
ら
金
持
ち
と
い
う
考
え
だ
っ

た
。　し

か
し
、
よ
く
考
え
て
み
れ
ば

金
持
ち
の
家
に
生
ま
れ
た
子
は
、

働
か
な
く
て
も
、
親
が
金
を
持
っ

て
い
る
か
ら
い
い
が
、
貧
乏
な
家

に
生
ま
れ
た
子
は
、
働
い
て
も
働

い
て
も
、
今
ま
で
の
借
金
の
返
済

な
ど
に
使
わ
れ
て
し
ま
う
。

　こ
う
考
え
た
と
き
、
今
の
世
の

中
は
、
あ
ま
り
に
も
不
平
等
だ
と

感
じ
た
。
日
本
の
憲
法
は
守
ら
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
私

は
思
う
。

邑
楽
南
中
学
校
２
年

齊
藤

　
舞
華

　これら外来種の大半、そしてアユやサケ

なども沼流出河川や多々良川を介して渡良

瀬川から侵入したもので、このことは「沼

に魚を呼び戻す」手立てに重要な示
し さ

唆を与

えています。すなわち、多々良川は魚を呼

び込む回廊です。この回廊を十分に整備し、

現存する外来種に目配りを怠らない施策な

どが、衰えた魚社会を復元させることにつ

ながっています。なお、今まで紹介してき

た魚の写真パネルが多々良沼の松沼南駐車

場に展示されています。ぜひご覧ください。

放流や飼育が禁じられている特定外来生物の

ブルーギル

　現在の多々良沼は何とか最悪期から脱出

したと思われます。そして奇妙なことに、

生息する魚の種類が 70 年程前の正常期と

ほぼ同じ 20 種前後です。この不可思議な

現象は、構成魚種を見ると分かります。正

常期はほとんどが在来種でしたが、今では

６割以上が外来種となっています。環境の

悪化は、永らく生息してきた貴重な在来種

の多くを奪い去り、そのすき間は魚社会に

大きな混乱をもたらしているブルーギルな

どの外来種で満たされているのです。

No. 13

邑楽町文化財保護調査委員

関根　和伯

楽しみながら科学を探究していきます

JUN6月

６月の休館日

６日、13 日、20 日、27 日、

30 日

※ 30 日は月末整理日

多々良沼に魚を呼び戻すために

不
平
等
な
社
会

お
も
し
ろ
科
学
教
室

SCH        L LIFE 　　高島小学校

　高島小学校では、縦割り班で、

５分間に何回跳べたかを競う長縄

大会を行っています。トレーニン

グの時間に、高学年が縄を回した

りタイミングを教えたりして、練

習しました。練習を重ねていくに

つれて、苦手だった低学年も跳べ

るようになり、どんどん上手にな

っていきました。３月 9 日の大

会当日は、どの班も力を合わせて

一生懸命頑張り、みんなで回数を

数える大きな声が校庭に響き渡り、笑顔があふれました。これからも、みんなが

仲良くなれるこの楽しい大会を続けていきたいと思います。　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 児童会　小池里奈 )

声をかけ合いながら優勝を目指します

長
柄
公
民
館
で
は
年
３
回
「
お
も
し
ろ
科
学
教
室
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
伝
統
的
な
こ
の
教
室
も
毎
年
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
実
験
や
工
作
な
ど
自
ら
体

験
す
る
こ
と
を
通
し
て
科
学
に
対
す
る
興
味
や
関
心
を

高
め
て
い
ま
す
。
毎
回
講
師
の
皆
さ
ん
が
工
夫
を
凝
ら

し
て
熱
心
に
指
導
。
お
友
達
と
一
緒
に
楽
し
く
、
分
か

り
や
す
く
学
べ
ま
す
。
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
科
学

の
疑
問
が
た
く
さ
ん
。
そ
ん
な
疑
問
を
科
学
教
室
で
探

究
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
楽
し
い
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
子
ど
も
た
ち
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

長縄大会

キッズクラブ「読み聞かせ」
▼期日　６月 25 日

▼時間　午後２時～

第
１
回

　
気
球
を
作
っ
て
空
に
あ
げ
よ
う

▼
期
日

　６
月
25
日


▼
内
容

　ビ
ニ
ー
ル
袋
を
用
い
た
気
球
を

作
り
、
温
度
に
よ
る
気
体
の
密
度
変
化
を

学
ぶ

▼
参
加
費

　5
0
0
円
（
材
料
代
）

▼
申
込
開
始

　５
月
28
日

午
前
９
時

第
２
回

　
大
気
圧
を
利
用
し
た
不
思
議
な

コ
ッ
プ
を
作
ろ
う

▼
期
日

　10
月
15
日


▼
内
容

　コ
ッ
プ
を
使
っ
た
マ
ジ
ッ
ク
で

大
気
圧
の
不
思
議
に
つ
い
て
学
ぶ

第
３
回

　
温
度
変
化
が
わ
か
る
空
き
ビ
ン

水
族
館
を
作
ろ
う

▼
期
日

　平
成
24
年
２
月
18
日


▼
内
容

　温
度
に
よ
る
水
の
体
積
変
化
や

密
度
・
浮
力
に
つ
い
て
学
ぶ

各
回
共
通

▼
時
間

　午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
会
場

　長
柄
公
民
館

▼
対
象

　小
学
生
（
３
年
生
以
下
は
保
護

者
の
同
伴
が
必
要
で
す
）

▼
定
員

　20
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
・
問
合
先

　長
柄
公
民
館

※
第
２
回
、
第
３
回
に
つ
い
て
は
そ
の
つ

ど
募
集
を
行
い
ま
す
。

～みんなで息を合わせて～

生
活
の
中
の
不
思
議
を
科
学
す
る
！

お
も
し
ろ
科
学
教
室
を
開
催
し
ま
す



18O�  TOWN ＊ Public Relations2011 ＊ MAY19

▼ 対象　18～ 35 歳の人

▼ 定員　15人（先着順）

▼ 参加費　700 円（材料代）

▼ 申込開始　５月 19日午後７時

▼ 申込・問合先　ヤングプラザ

墨風会書展

▼期日　６月３日～５日

▼ 時間　午前 10 時～午後 6 時 ( 最終日

は午後 3時まで )

▼ 会場　邑楽町公民館

油彩画展

▼期日　６月 14日～ 21日

▼ 会場　町立図書館

社会教育施設は、現在午後８時まで開館

しています。なお野外スポーツ施設は日

没まで利用でき、夜間照明の使用はでき

ません。町立図書館は通常通り午後６時

までの開館です。今後開館時間が変更に

なった場合は、本紙面および各施設を通

して、随時お知らせします。また、これ

から夏の電力ピークを迎え、生涯学習施

設も節電を実施するため、施設の開館

時間などで利用者の皆さまにご不便を

おかけすることもあると思いますが、ご

理解・ご協力をお願いします。なお５月

14 日、15 日に開催予定の邑楽町公

民館まつり・子育てフェスティバルは、

中止となりました。

●図書館名画座

期日 時間 　　上映作品名（上映時間）

　６月 26日 午後 2時～ 風光る剣　八嶽党秘聞（134 分）

●金曜映画会

期日 時間 　　上映作品名（上映時間）

　６月 3日 午後 2時～ 悪魔の手毬唄（94分）

　６月 17日 午後 2時～ 生きてこそ（127 分）

●子ども映画会

期日 時間 　　上映作品名（上映時間）

　６月 11日 午後 2時～ アトランティス・失われた帝国 (95 分 )

▼会場・問合先　町立図書館

▼申込開始日翌日以降　定員に満たない場合、電話での申し込みを受け付けています。

図書館映画会

▼ 期日　６月８日、22日（全２回）

▼ 時間　午後１時 30分～３時 30分

▼ 会場　ヤングプラザ

▼ 内容　パソコン操作の分からないこ

とについての個人相談

▼ 対象　どなたでも

▼ 参加費　無料

▼ その他　ノートパソコンなど、持参

できるかたは持ってきてください

▼ 問合先　生涯学習課

「うたごえ公民館

　～みんなで歌おうフォークソング～」

▼期日　５月 27日

▼ 時間　午後 7時～８時

▼ 会場　邑楽町公民館

▼ 内容　フォークソングや青春ソング

▼ 出演　空とぶこんぺいとう

▼ 対象　どなたでも

▼ 参加費　無料

▼ 申込開始　５月 13日午後７時から

整理券を配布

▼ 申込・問合先　邑楽町公民館

▼ 期日　５月 28日

▼ 時間　①午前９時 30 分～ 10 時 30

分②午前 11時～正午

▼ 会場　邑楽町公民館

▼ 内容　簡単にできるコサージュ作り

▼ 対象　どなたでも（小学３年生以下

は保護者の同伴が必要です）

▼ 定員　①②各 10人（先着順）

▼ 参加費　800 円（義援金）

※本講座は東北地方太平洋沖地震の義

援金チャリティー講座です。集めら

れた参加費は全額義援金として日本

赤十字社に届けさせていただきます。

▼ 申込開始　５月 14日午前９時 30分

▼ 申込・問合先　邑楽町公民館　

▼ 期日　６月 10日、17日（全２回）

▼ 時間　午後１時 30分～４時

▼ 会場　ヤングプラザ

▼ 内容　古布を利用してリバーシブル

の帽子を作る

▼ 対象　18歳以上の人

▼ 定員　16人（先着順）

▼ 参加費　100 円（教材費）

▼ 申込開始　５月 13日午後２時

▼ 申込・問合先　ヤングプラザ

▼ 期日　６月 23日

▼ 時間　午後７時～ 9時

▼ 会場　ヤングプラザ

▼ 内容　夏野菜を使ったカレーを作る

展示会

■教室・講座などの申し込み方法　▼申込開始当日　申し込み開始時間に申込先の窓口に、本人または家族の人が直接申し込んでください。

青年夏野菜カレー作り講座

パソコン何でも相談会

古布リフォーム講座

震災チャリティー
コサージュ作り教室

町の生涯学習施設紹介

ロビーコンサート

親子で心ふれあうきっかけをつくる取り組み

絵本との出会いをお手伝いします

　町立図書館では、4 月 14 日、邑楽町で子育てをしている人

を対象に、読み聞かせボランティア・保健センター・地域子

育て支援センター（中央保育園・風の子保育園）の職員と協

力し、８か月児健診に合わせて、親子に絵本を配布するブッ

クスタートを行いました。ブックスタートとは、親子が絵本

の読み聞かせを通し、温かくて楽しい時間をつくるための事

業です。ぜひ、子どもさんに優しく語りかけ、絵本を読んで

あげて、楽しい時間をお過ごしください。

邑楽町公民館

身近な学習、交流、

発表の場として親

しまれている邑楽

町公民館。各種学

習活動や体験事業

など、身近に学びあえる社会教育施設とし

て、皆さんの学びや、その成果を地域に還

元する取り組みを支援しています。

産業研修会館（長柄公民館）

地域の学習の場と

して親しまれてい

る長柄公民館は、

さまざまな特色あ

る公民館事業を行

っています。また、地域の公民館として幅

広く利用され、現在約 60 団体のサークル

が活動しています。

生涯学習課

生涯学習課は社会教育全般の総括や青少年

健全育成、さらに人権教育や文化振興・文

化財保護など皆さんの生涯学習活動推進の

ための条件整備などを進めています。また

「学びたいけど、どこに行ったらいいの」

などの生涯学習相談も行っています。役場

庁舎２階の一番西側にありますので、ご来

庁の際は気軽にお立ち寄りください。

町民体育館

町のスポーツの拠

点として利用され

ている町民体育館。

施設にはアリーナ

、トレーニング室、

会議室があります。周囲には武道館、テニ

スコート、スポーツ・レクリエーション広

場、青少年広場もあります。

町立図書館

町の文化的シンボ

ルである図書館は、

天井が高く明るい

、開放感のある館

内に、19 万冊の豊

富な蔵書と AV ソフトなどを有し、幅広く

利用されています。また、図書館利用率は

11年連続で県内１位を誇っています。

邑楽町勤労青少年ホーム（ヤングプラザ）

勤労青少年の資質

向上のための各種

教養講座やスポー

ツ教室を開催して

いる勤労青少年ホ

ーム。講座・教室だけでなく仲間作りのイ

ベントなども行っています。また、地域の

公民館としても活用されています。

東北地方太平洋沖地震義援金

震災後、多くの皆さまからいただいた義援金が社

会教育施設全体で「487,742 円」となりましたこ

とをご報告します（４月 19日現在）。

この義援金は日本赤十字社を通じて被災地に届け

させていただきます。また、各施設に寄せられた

支援物資も被災地へとお送りしました。併せて厚

くお礼申し上げます。義援金は今後も受け付けて

おりますのでご協力よろしくお願いします。

※支援物資のお預かりは被災地での物資の確保が

できたため、４月 12 日をもって休止とさせてい

ただきましたので、ご了承ください。

ご報告

ブックスタート ～親子の絆
きずな

を深める～



20O�  TOWN ＊ Public Relations2011 ＊ MAY21

無
料
フ
ッ
素
塗
布
・
歯
科
相
談
会

▼
期
日

▼
時
間

▼
会
場

▼
内
容

▼
費
用

▼
問
合
先

Ｇ

５
月
の
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

Ｇ

月
曜

火
曜

水
曜

木
曜

金
曜

土
・
日
曜

直
接
相
談
タ
イ
ム

Ｇ

▼
期
日

▼
時
間

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に

▼
問
合
先

Ｇ

自
動
車
税
の
納
付

▼
問
合
先

Ｇ

Ｇ今
月
の
納
税

▼
納
期
限

東
毛
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▼
開
所
日

　

▼
開
所
時
間

　

▼
内
容

▼
費
用

　

▼
所
在
地
・
問
合
先

　

Ｇ

Ｃ

館
林
保
健
福
祉
事
務
所
の
各
種
相
談

子
育
て
こ
こ
ろ
の
相
談

▼
期
日

▼
時
間

▼
会
場

▼
対
象

▼
申
込
方
法

精
神
保
健
福
祉
相
談

▼
期
日

▼
時
間

▼
会
場

●邑楽町役場

　撮Ｇ 88-5511（代表）

●保健センター

　撮Ｇ 88-5533

掲載情報の詳しいことは、主

催者にお問い合わせください。

TOWN INFORMATION

ORA 情
広

報
場

法律相談（要予約・定員10人）　5月14日・中村

弁護士、6月18日・相澤弁護士◇午後1時30分

～4時◇邑楽町役場◇役場住民課Ｇ47-5017

人権・行政相談　5月12日◇午後1時30分～4時・

6月2日◇午前10時～午後3時◇邑楽町公民館◇岩

﨑・堀越・関根・松島相談員◇役場住民課Ｇ47-5017

心配ごと相談　5月20日・6月20日◇午後1

時～3時30分◇社会福祉協議会相談室◇社会福

祉協議会Ｇ88-2408

心配ごと電話相談　月～金曜日（祝日を除く）

◇午前９時～午後４時◇社会福祉協議会Ｇ88-

7620（専用電話）

青年相談　5月21日・6月4日◇午後6時～8

時◇ヤングプラザＧ89-1501

交通事故電話相談　月～金曜日（祝日を除く）◇

午前9時～午後4時◇県交通事故相談所Ｇ027-

243-2511※面接相談も受け付けています。

年金相談　5月19日・6月16日◇午前9時30分

～午後3時◇館林市役所◇館林市役所Ｇ72-4111
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ふれあい保育

▶期日

 6月1日㈬・2日㈭・7日㈫・8日㈬・

 9日㈭・14日㈫・15日㈬・16日㈭・

21日㈫・22日㈬・23日㈭・28日㈫・

29日㈬・30日㈭
▶時間　午前10時～正午

▶内容

　講演会、親子のリズム体操、製作、

園内見学、誕生会など

▶対象

　０歳～就学前の子どもとその保護者

▶申込・問合先　

　子育て支援センター（中央保育園内）Ｇ88-0230

　※子育て支援センターでは、子育てに関する電話相談、

　来所相談も行っています。ぜひご利用ください。

　風の子保育園子育て支援室に遊びに来ませんか。楽しい

遊びと仲間たちに出会えますよ。

▶活動日・対象

　月曜日　自由開放日年齢問わず自由にご利用できます。

　火曜日　１歳児（平成21年4月2日～平成22年4月1日）

　水曜日　０歳児（平成22年4月2日～後期）

　木曜日　０歳児（生後3か月～前期）、妊婦さん（かわい

　　　　　い赤ちゃんに会いに来ませんか？）　

　金曜日　２歳児（平成20年4月2日～平成21年4月1日）

▶時間・内容

　午前９時～11時30分・親子活動など

　午前11時30分～午後0時30分・ランチ（自由参加）

　午後0時30分～2時・子育て相談　

▶申込・問合先

　社会福祉法人こころみの会風の子保育園子育て支援室

　Ｇ88-7655（午前8時30分～午後2時まで）

子育て支援室

募

　
集

お
知
ら
せ

年
金

　
税
金

相

　
談
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５月・６月の健康カレンダー 保健センター Ｇ 88-5533

月日 種　目 受付時間 場　所 対　象

５/16㈪ 健康相談 午前 10：00 ～ 11：30 保健センター

18㈬ ＢＣＧ 午後 0：45 ～ 1：00 保健センター H23年１月生まれの乳児

27㈮ 離乳食相談（後期） 午前 9：30 ～ 10：00 保健センター 生後8か月～1歳までの乳幼児

27㈮ 3歳児健診 午後 1：00 ～ 1：15 保健センター H20年４月生まれの幼児

６/１㈬ 2歳児歯科健診 午後 1：00 ～ 1：15 保健センター H21年５月生まれの幼児

6㈪ 健康相談 午前 10：00 ～ 11：30 保健センター

7㈫ 4か月児健診 午後 1：00 ～ 1：15 保健センター H23年２月生まれの乳児

8㈬ ＢＣＧ 午後 0：45 ～ 1：00 保健センター H23年２月生まれの乳児

9㈭ 8か月児健診 午後 1：00 ～ 1：15 保健センター H22年９月生まれの乳児

10㈮ 離乳食相談（前期） 午前 9：30 ～ 10：00 保健センター 生後4か月～7か月までの乳児

10㈮ 1歳6か月児健診 午後 1：00 ～ 1：15 保健センター H21年11月生まれの幼児

６月の休日当番医 ※必ず電話してから受診してください。

世帯数 09,557世帯 （＋05）

　男 14,016人 （－16）

　女 13,746人 （－15）

　計 27,762人 （－31）

内外国人 00,421人 （－04）

※４月１日現在（前月比）

人口の動き

火災発生件数    01件（0003）

交通事故出動    008件（0018）

急病出動    58件（0174）

その他の出動    17件（0051）

救急出動合計    83件（0243）

※3月分（１月からの累計）

火災と救急

◇診療時間　内科・外科／午前 9 時～午後 5 時　耳鼻科／午前 9 時～午後 1 時　歯科／午前 9 時～正午、午後 1 時～ 3 時

◇救急病院の問合先　救急テレホン Ｇ73-5699

邑楽郡（内科系） 館林市（内科系） 外科系 耳鼻科 歯科

５日
（日）

湯沢医院

大泉町西小泉Ｇ62-2209

さくま内科

花山町Ｇ55-2500

うえの医院

赤生田町Ｇ72-3330

館林医院

館林市西本町Ｇ74-2112

今村クリニック

篠塚Ｇ70-2221

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818

12日
（日）

金丸内科医院

狸塚Ｇ88-3200

いたくら内科

板倉町朝日野Ｇ70-4080

後藤内科医院

西本町Ｇ72-0134

堀井乳腺外科

館林市北成島町Ｇ55-2100

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818

19日
（日）

かさはら内科医院

中野Ｇ55-2537

横田胃腸科

細内町Ｇ72-4970

堀越医院

北成島町Ｇ73-4151

田沼整形外科

中野Ｇ88-9223

板倉耳鼻

板倉町海老瀬Ｇ80-4333

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818

26日
（日）

加藤医院

光善寺Ｇ89-1031

小西医院

千代田町赤岩Ｇ86-2261

安楽岡医院

堀工町Ｇ72-0572

高木整形外科

大泉町いずみＧ62-6611

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818
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の
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▼「あしもとに故郷」（250回）、「町の歴史」（353回）が連載の幕

を閉じた。３月29日に厚川小一さん、４月8日には細谷清吉さん

が相次いで逝去されたことで、広報おうらを支えてくれていた

２つの貴重なコーナーが終了することに…。▼もう目にするこ

とは二度とない、お二人の原稿。だれよりも先に原稿を目にす

ることができたのは、今振り返れば編集者冥
みょうり

利に尽きることで

あったと思います。▼生前、「若い人たちが、少しでも自分の生

まれ育った郷土に目を向けてほしい」と語っておられた細谷さ

ん、「邑楽町で歩かなかった道はない」とお話しくださった厚川

さん、万感の思いを込めて、改めてご冥福をお祈りします。（小）

邑
楽
町
携
帯
サ
イ
ト

２
次
元
コ
ー
ド
対
応
の
携
帯
電
話
は
、
右
の
コ
ー
ド
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
読
み
取
り
が
で
き
な
い
場
合
は

U
RL
を
ご
入
力
く
だ
さ
い
。

携
帯
用
U
RL　

http://w
w
w
.tow
n.ora.gunm

a.jp/k

Photo 広報担当者

編
集
・
発
行
　
邑
楽
町
役
場
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〒
370-0692（

住
所
記
入
不
要
）

Ｇ
0276-88-5511（

代
表
）

Ｇ
0276-47-5007（

企
画
課
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通
）

Ｂ
0276-89-0136
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n.ora.gunm

a.jp
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a.jp

毎
月
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日
発
行

ひとりごと　From editors

満開に桜咲く
浅
せんげん

間神社
（前原）

「
あ
す
へ
ひ
と
こ
と
」
を
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載
開
始

問
合
先
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邑
楽
町
の
お
年
寄
り
の
貴
重
な
体
験
談
を
集
録
し
た

若
い
人
た
ち
に
語
り
継
ぎ
た
い

そ
し
て
、
次
の
世
代
に
残
し
て
ほ
し
い

貴
重
な
話
し
を
お
届
け
し
ま
す
―
。

「
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す
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と
」（
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楽
町
老
人
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ラ
ブ

連
合
会
・
あ
す
へ
ひ
と
こ
と
編
集
委
員
会
）

は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
激
動
の
時
代
を

生
き
抜
い
て
こ
ら
れ
た
、
邑
楽
町
在
住
の
お

年
寄
り
た
ち
の
貴
重
な
体
験
談
を
、
邑
楽
町

あ
す
へ
ひ
と
こ
と
編
集
委
員
会
が
ま
と
め
た

も
の
で
す
。
現
在
は
第
10
集
の
編
集
中
で
す
。

第１集（昭和61年発刊）第２集（昭和63年発刊）第３集（平成元年発刊）

第４集（平成３年発刊）第５集（平成７年発刊）第６集（平成10年発刊）

第７集（平成13年発刊）第８集（平成18年発刊）第９集（平成20年発刊）

お
知
ら
せ




